
フオームダイクの開発について

1.はしがき

高膨張泡が各種の火災の消火に広く使えるようにな

り，消防効絞め向上と能率化の方策として

認められて

に実用紙絞

器が消紡織銭織とし〆亡さ終用化されている。

所で開発した東消式発泡器 (45年実用配置〉の実用化

並びに泡剤等の研究開発により高，中，低の倍率の泡

を簡単に発泡できるようになり，泡による消火方法は

建物の内外を問わず火災の様相に応じて幅広く使える

ポピュラーなものになった。

フオ 縫築物の中で発生

いて，これらの発泡機giiを使って高膨張搬な

に満たし燃焼決然食泡で包囲被覆して裕火ナ

に室出入肌窓その{殺の開口部から泡の流出j添えい

を防止するよ二とを続的に研究をすすめてきたものであ

る。今度，現場に携行が容易で短時間に組立設置する

ζ とができるフオームダ目イク「空気膨張式の泡の流出 A 

漏えい防止器」を試作したので，その概要を報告した

L 、。

フオ

につし

を築L

AMDIKEJ 

土泡. D 1 KEは緩妨

いう:宮、味である。

茂本ネ

小斡芳二良11*

光 男本

光司*

ら名称をつけるとすれば「空気膨張式の泡の流出漏え

い防止器」ということになり，これを簡潔にするため

新たにフオームダイクまいう名称をつけたものであ

る。

長

フオームダイクの機迭は密殺の布地， ゴム地

はビニールフィノレムを使い，これを第 1図のように7

Y ト状に接着加工してその周囲に空気充てん部を設

け，使用時これに空気を充てん膨張させて型を保つよ
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ず

て結べる大きさのはと目金具(内径10φ〉を設けてあ

る。

フオームダイクの空気充てんについては，東消3型

空気呼吸器用のポ γ ベ (41. 150kgj佃勺を利用し

た充てん捺を使えば約20秒以内に使用できる状態(内

圧150mmAq-2.OOOmrr-Aq)に充てんを完了し，ボンベ

I本で試作した大きさのフオームダイクならば5-6

個充てんできる。手動または足踏み式の空気充てん器

を使えば約30秒から 1分で充てんを完了する。

フ才一ムダイクの特長は気密i生のコ'ム貼布等を使用

したエアーマッ卜構造になっているため軽量であり，

鈴行，組立設置が容易にできる。出入口や窓などに設

置した場合には，空気圧によって壁面，床面，窓枠等

に完全に密着摩して泡の流出漏えいを防止できることで

ある。
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設置方法および泡の流出防止効果

火災の現場において発泡消火する際のフオームダイ

タの設鐙方法については，直J姿開口調;に挟み込む方

;1:.とび口等の棒状のものを併用してロープで結びつ

ける方法等があり，その他，現場にロープ等を結ぶの

に遜当な取手などがあって鱒単にできる方法があれば

無論それらを利用するのが能率的である。取付方法は

L 、ずれの方il、でもよいが，その現場の関口部の構造に

合わせて最も能率よく他実な方法で行なうことが必要

である。なお，上市;に号機震ねることも可能である。

フオームダイタの経立，設置および機能上の問題に

ついては，実際の建物出入口， 下ア一線等に試作器を

写真に示すとおり設置し，東消式発泡訟によって注泡

した場合，フオームダイクとドアーおよび床面との接

3. 

うにしたものである。試作掠の諸元等については第1

表および第1図のとおりである。

試作はA. B 2社により材質，媛着加工方法を変え

て行なってみたもので，まず，型状，大きさについて

は，一般の建物?と3><使われている重出入口，窓など

の寸法を塞畿にし 1m角前後のものにした。空気充

てん部はなるべく少ない空気量で充分に型を保ち，ま

た，設置した際に建爾等?こ拡触して泡の流出を防ぎ得

る厚きでなけれf王ならないので，試作6iiで;主主115C田の

厚さとした。型‘代について縦，横の寸iょが第1表に示

すものだけでなく， 1mX80佃の矩形のものを作っ

て，開口部の大きさに従って設置する向きを変えて使

えるようにして hくとさらに便利である。

材質について:1後替の方itと関連するもので，試作

の結果から推.察すると，現在のところ強度，気密性，

按着加工技術，重量状毒事からみてゴム鮎布をコム質の後

着剤で接着加工したものが優れている。

本体月晴樹両面の耳の部分には，フオームタイクを開

口部に取付けたり，相互に連結する際にロープを通し

はめ込んだ状況写真第2
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片聞きドアーに設置した例写真第1



ロープを併用して取付とぴ口，写真第4シャッターのある関口部に取付けた例写真第3

社で試作したフオームダイク 4個を取付;ナ，フオーム

ダイクから 1~2m離れた位置の底レ中央，%でオイル

パγ(50ωx50cm)に灯油51，木材8kgを井型に組

込んで燃焼し，フオームダイクの褒麗温度と内部圧力

を測定した。なお.この中に発泡器によって泡を入れ

た場合の状況をみるため点火2分後lこ木材上却の温度

が8000C，フオームダイク表面温度が約600Cになった

時点に発泡を行なった。

触品フオームダイタ相互の結合部等から泡が流出漏

えいしなし、かを観察した結果，殆んどこれらの部分か

らの漏えいは認められない状況で也あり，所期の性能を

得たものである。

フオームダイクの加熱温度と内部圧力変化第3図

加熱温度と内部圧力変化

フオームダイクが火災熱によって加熱された状態に

置かれた場合の加熱温度と内市の圧力変化の関係を実

験によって調べた結果法次のとおりである。

実験の方法は，第2留に示すように3mX 3m，高

さ1. 8mのトタン張りの固いを作ワ，その前面ì~A.B

4. 
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実験要領図
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実験の結果を考察してみると，フオームダイクの表

面温度向山b轍離輸こぶ奔したのに対し内ぷの平

謝齢笠岡力は

180mmAqから400皿Aqに上昇した。一般にこのフオー

ムダイクの場合，温度上昇に対する内部空気圧力を概

算してみると次のとおりであ

300C滋援を上鉾で約O.11<:罫/側川ザ一戸圧力)IOOOll1mAq

1000C 約0.26埼/臨まく '1 伽mAq

試作器の材質，接着加工部の強度は，これらの圧力

に充分に耐えるものであって，温度上昇にともなう内

部圧力め上昇に対しては心配ないものと

耐熱践については，フオーム〆イクの

察して線接火熱の強い場所は設置することは少ないの

で，むやみに耐熱性の良いものを要求する必要はなく

通常の使用に耐えるものであれば充分であろうと思わ

れる。なお，素材布地〉の物理的強度Kついては第

2表のとおりである。

第2表 ゴム引布検査表 (J1 S -K -6328による〉

露首¥手当;;4TiffiTl側洛〉
素材材笈i綿:ヂづニロ|
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5 むすび

るのには発

売側州刑鴨方ずよいはは云うま

でもないが，泡による消火は火災室に如何にうまく泡

を入れるかどうかということによって効果が得られる

である。したがって 9 関口部や燃え立どからの泡の波

、を防止することは重要なことそおって，

機器の開発，普及にともなって泡の流出漏えい防止器

材の必要性を生じ，その開発が高発泡消火の実用化に

伴なう重要課題になってきた。

火災の現場に鮫材検事ぷあって容易にの流出が妨げ

る機会には問題がないとしても，一絞ぷ緊急を要

火災の現場でこのような応急処置をすることは不可能

な場合もあり，非能率的であるので，これに対する簡

淡々方法につレペて絞究開発をすすめてお?た結果，

ームダイ総数するに後 q たものである。

ダイクは然消去文苑泡器に付縞して必要なだけで

なく，その他の高発泡機を用いて消火を行なう場合に

も付随して用意されなければならないものと思う。

う場合には滋泡チュー

口i部との間げおに室内からの砲の流出防総

(密閉袋〉を取付けて室内へ送泡する方法をとってお

り，これは発泡機からの送風によって自動的に膨張し

て送泡チュープ取付関口部を簡単にふさぐことができ

めが長所であるが.波風を止めると擦を保ってL

、欠点があるため議して型をちi去っ;仙川こつL

当時から検討されていた。この問題の解決策として

は，今度試作した型のフオームダイクの本体中央部を

絞いて，こ "，- した型の

ヤればよいと

議流出漏えい防波以外にフォ…ムダイクの活潟方

法としては.水面での浮上力(1個で最大約140kg)

を利用し，数個を連結することにより水防用，水難救

紡潟のボートの代F絡にすることも得総である。

試作器につレては今後さらに改2誌な警察する点も

うが，一応実用できるものと思うのでその概要を報告

した次第でらる。
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